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研究成果の概要（和文）：45歳以上の女性の妊娠診断から育児期に向けての切れ目のない専門的支援を実現する
ために、子育て世代包括支援センターを中心にした、超高齢妊婦の妊娠診断から育児期にわたる多職種連携シス
テムを構築することが研究目的であった。
［第１次調査］超高齢出産における多職種の連携・協働に関する全国調査と、［第２次調査］超高齢出産におけ
る多職種連携体験の質的分析を実施した。これらの結果を研究の概念枠組みで統合し、妊娠診断から育児期の各
時期にわけて子育て世代包括支援センターを中心とした多職種連携システムを考案した。専門家会議ではその妥
当性が確認され、妊娠前から生後６年まで多職種連携システムとしての強化が指摘された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to create an interprofessional collaboration (IC) system 
for pregnant women of very advanced maternal age (≧45, VAMA) from pregnancy diagnosis to the 
child-rearing period that centers on comprehensive support centers for maternal and child health.
We implemented two studies, the “1st Study: Nationwide survey on IC in pregnancy, childbirth, and 
the postnatal period of women of VAMA” and the “2nd Study: Medical and health care professionals’
 experiences in IC from pregnancy to the postnatal period in women of VAMA.” The results of the 
surveys were consolidated using a conceptual framework for research to develop an IC system 
centering on comprehensive support centers for maternal and child health in each period from 
pregnancy diagnosis to the child-rearing period. Expert meetings assessed and confirmed the 
effectiveness of the developed IC system.

研究分野：母性看護学

キーワード： 看護学　超高齢妊産婦　多職種連携　周産期

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　平成29年から子育て世代包括支援センターを中心にした、妊娠期から育児期に向けての切れ目のない専門的支
援の仕組みが実施されているが、若年の親等の児童虐待防止が主目的である。本調査によって、上記のしくみで
は超高齢妊婦の妊娠診断から育児期にわたる多職種連携システムとしてはキュアとケアの連続性として不十分で
あることが明らかになった。妊娠前の健康教育と出産施設退院後の子育てだけでなく女性への健康支援の必要性
が示唆され、多職種連携システムの強化が指摘されたことが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本において、超高齢出産(45 歳以上の出産)は平成２年 224 人であったのが、平成 27 年 1308
人と約 25 年間で約６倍以上に急増している。これは全出産の約 0.1％であり、超高齢出産者の
約 47％は初産婦である。更年期前、あるいは生殖年齢を超えての妊娠ということから、35 歳以
上 45 歳未満の単なる高齢出産以上に複雑な健康課題や困難が予測される。しかしながら、臨床
現場では超高齢出産は稀なケースであるため、個別に対応することにとどまり、経験的蓄積とは
なりにくく、国内外において超高齢出産にかかわる多職種連携の研究論文は見当たらなかった。 
 
２．研究の目的 
 45 歳以上の女性の妊娠診断から育児期に向けての切れ目ない専門的支援を実現するために、
子育て世代包括支援センターを中心にした、超高齢妊婦（45 歳以上の妊婦）の妊娠診断から育
児期にわたる多職種連携システムの構築への示唆を得ることが研究目的である。そのために、第
１次調査、第２次調査と段階的に調査を行う。 
(1) 第１次調査の目的 
日本における超高齢妊婦の妊娠診断から育児期における多職種連携の実態を把握すること 
(2) 第２次調査の目的 
超高齢妊娠出産とそれ以後の育児における多職種の連携・協働の経験を明らかにすること 
 
３．研究方法 
 第１次調査、第２次調査と段階的に調査を行い、これらの研究成果を統合して専門家会議を経
て、子育て世代包括支援センターを中心にした、超高齢妊婦の妊娠診断から育児期にわたる多職
種連携システムを構築するという研究である。 
(1) 第１次調査方法 
研究参加者は、日本全国の周産期医療施設（公益社団法人日本産婦人科医会『総合周産期母子
医療センター一覧 平成 29年 4月 1 日現在』と『地域周産期母子医療センター一覧 平成 29年 4
月 1日現在』から作成、総合・地域周産期母子医療センター407 施設）の産科婦人科専門医・周
産期専門医（母体・胎児）、新生児科専門医・周産期専門医（新生児）、新生児集中医療認定看護
師、母性看護専門看護師、産科外来の看護管理者、産科病棟管理者、助産師・看護師（臨床経験
５年以上）等、臨床経験 5年以上の医療専門職と、妊娠・出産包括支援事業を展開している子育
て世代包括支援センター（厚生労働省 HPより情報収集、母子保健型：平成 28年現在 251 市町村
320 機関）の保健師、助産師等専門職であった。調査内容は、①研究参加者の基礎的情報、年齢
と初産婦でハイリスク妊産婦としてピックアップされるか、支援した超高齢出産事例数、②最も
印象に残った事例における、妊娠期、出産入院中、退院後から産後１年間の連携の有り無し、多
職種連携メンバーの職種、連携内容、連携がうまくいった点、課題として残った点などである。
調査は横断調査であり、倫理審査委員会の承認を受け無記名自記式質問紙法にて実施した（承認
番号：29-106）。量的なデータは記述統計により分析し、質的なデータは内容分析を行った。 
(2) 第２次調査方法 
 研究参加者は第１次調査時の研究参加者と調査協力施設と研究者のネットワークサンプリン
グにより超高齢妊婦に関わった経験ありとして抽出された、実務経験５年以上の保健医療専門
職であった。調査内容は、①研究参加者の基礎的情報（職種、経験年数、支援した超高齢出産事
例数など）、事例の背景情報等、②超高齢妊婦に対する多職種連携についての経験であった。主
な質問は「超高齢妊婦に対する多職種連携についてのあなたの経験を教えてくださいますか」と
した。調査方法は①は質問紙法で②は半構成的面接法（対面あるいはテレビ電話システムを参加
者が選択）であり、倫理審査委員会の承認を受け開始した（承認番号：30-11）。質的データは質
的記述的分析を行い、第１次研究結果とともに研究概念枠組みにおいて統合した。 
 
４．研究成果 
(1) 第１次調査の研究結果 
有効回答を得た 207 名の保健医療専門職者（助産師・看護師 127 名、医師 57 名、保健師 23
名）が最も印象に残ったと報告した超高齢妊婦は 50 歳以上が約 4 割で、8 割が初産婦であり、
妊娠中、出産期、産後とそれぞれの時期に対応した健康課題があり、それに応じて多職種連携が
行われていた。報告された多職種連携を実施した事例の健康課題は、ドナー卵子 36%、妊娠合併
症 63%、緊急帝王切開 27%、NICU 収容 31%、育児困難 41%であった。産後の健康課題は育児困難
が最も多く、次に子育てサポート不足と子育てへの自信のなさであった。 
また、自由記述欄に記載があった保健医療専門職者 87 名の記述を内容分析した結果 12 カテ
ゴリーに集約され、超高齢妊婦への支援と多職種連携に関する日本の保健医療専門職の認識が
明らかとなった。多くの研究参加者は、超高齢妊婦を特別視する必要はなく、年齢にかかわらず
個別に妊産婦の状態を把握して対応することが重要であると考えていた。一方、超高齢妊婦なら
ではの特徴として、1) 身体的にハイリスクである、2) 心理社会的にハイリスクである、3) サ
ポート不足になりやすい、4) 超高齢妊婦ならではの強みがある、という 4つの内容が明らかと
なった。超高齢妊婦に対する支援の工夫として、1) 早期・継続的・長期的な多職種連携による
介入と、2) 超高齢妊婦の意思を尊重し受持ち制や方針を統一した対応の 2つが認められた。超
高齢妊婦を生み出す社会、生殖医療提供に問題があるという認識を持つ医療従事者もいた。 



(2) 第２次調査の研究結果 
 医師の多職種連携の経験は【パートナーシップや信頼、相互交流に基づいて多職種連携をして
いる】、【既存の周産期チームによる多職種連携が上手く機能している】、【出産施設退院後の地域
連携は行ってはいるが、課題がある】、【超高齢妊婦に応じた最適な医療ケアへの使命感がある】、
【多職種連携により超高齢妊婦の多様性に対応した医療ケアを提供できると思う】の５テーマ
に集約された。 
看護職者等の多職種連携の経験は【超高齢妊婦の多職種連携の必要性や支援の方向性を見極
める】、【超高齢妊婦の多様なケアニーズを考慮しその人に合わせて多職種と連携する】、【自他の
専門性を理解し信頼に基づいて多職種連携している】、【自分の専門性を活かし多職種連携シス
テムがうまく機能している】、【専門職者間の連携に課題があり工夫している】、【超高齢妊婦と多
職種チームとの関係構築に困難感があり対処している】の６テーマに集約された。 
以上の結果から、妊娠初期から周産期医療とケアを担っている医師・看護職者等は、多様性が
高い超高齢妊婦に対しても、多職種連携の必要性や支援の方向性を妊娠初期から見極め日頃の
周産期医療チームの中で自他の専門性を理解して、自己の専門性を発揮しつつパートナーシッ
プに基づいた多職種連携実践をしており、総合・ 地域周産期母子医療センターを中心とした既
存の周産期医療システムが機能していた。一方で、海外懐胎や生殖医療関連の情報が限られるこ
とや出産施設の医療者と地域の保健師・産後ケア施設、小児科医との連携については課題が見い
だされ、更なる地域連携システムの必要性が示唆された。 
 
(3) 子育て世代包括支援センターを中心とした超高齢妊婦の妊娠診断から育児期にわたる多職
種連携システムの構築 
上記の結果を研究の概念枠組みで統合し、妊娠診断から育児期の各時期にわけて子育て世代
包括支援センターを中心とした多職種連携シス
テムを考案した。その案の妥当性等について専門
家会議から評価を受けた。本研究から見出された
課題から、①超高齢妊婦の妊娠初期からではな
く、妊娠前からと育児期の地域における多職種連
携の強化と、②子どもが就学するまでの産後の母
親の健康管理における連携の２つの必要性が指
摘された。そこで、妊娠前から生後６年（就学前）
までの多職種連携として案を修正した（右図）。緑
のふちで白塗り図形がコアメンバーとなり、青色
系塗り図形のメンバーが準メンバーとなり、産後
ケア施設は出産前からの連携先となる。 
 
(4) 構築したシステムの導入による子育て世代包括支援センターの役割 
子育て世代包括支援センターが中心となり超高齢妊婦をリストアップして、要介入支援層か、
中間層(一般的な子育て支援よりも手厚い支援を必要とする層)かの判断を行い、今後の妊娠出
産・育児に向けて助言したり、関係機関を連絡調整したりすることにより、超高齢妊婦・乳幼児

等が切れ⽬なく必要な支援を受けられるようにする。なお、特定妊婦（要介入支援層）は、児童
福祉法の条文では、「出産後の養育について出産前において支援を行うことが特に必要と認めら
れる妊婦」と定義されている。子育て世代包括支援センター等の保健師等専門職が特定妊婦の見
極めを行うのであるが、超高齢妊婦は、若年の母親ほど児童虐待のリスクは高くないが、ドナー
卵子による妊娠などから児への愛着障害・ネグレクトのリスクがある場合がある。加えて、超高
齢妊婦の多くは妊娠前から健康課題をもっていて妊娠・出産によって健康障害が増悪すること
があること、体力不足や子育て支援者不足から子育て困難が起きるリスクがあることから、中間
層の要見守り支援層であると考えられる。子育て世代包括支援センターにおいて、直接、保健師

等専門職が妊娠届出時に妊産婦等の面談を⾏ない、超高齢妊娠であることに伴う健康課題や経
済的問題等の把握を行い、各関係機関が把握している情報（妊婦健診結果を含む）を集約し、全
ての超高齢妊婦の身体的心理社会的状況を継続的に把握し、産後に向けての多職種連携の必要
性を見極め、各関係機関（産後ケア施設も含む）や専門職に連携要請を行う。 
 
５．結論 
超高齢妊婦に対する多職種連携は、妊娠期から出産施設退院までは既存の周産期医療システ
ムを円滑に活用して行われていたが、妊娠確診断後から出産施設初診までと出産施設退院後の
地域連携において課題があることが明確となった。この結果に基づき考案した多職種連携シス
テムの妥当性等について専門家会議の評価を受け、妊娠診断期からではなく、妊娠前からのシス
テムとして拡大して構築した。 
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